
 

【開催報告】 

 

2022年3月15日から17日に開催された21st Science Council of Asia Conference New  

Delhi, India (Online)のパラレルセッションScience, technology and society for SDGs  

で安田委員がモデレーターを務めました。50程度のアブストラクトから若手を中心とする5

名を選び、科学的な知見をどのように社会に実装してSDGsを達成するかについて議論しま

した。 

また、令和4年（2022年）6月30日から令和5年（2023年）6月30日までの1年間は、国連

総会で決議された「持続可能な発展のための国際基礎科学年（IYBSSD）」(The Internati

onal Year of Basic Sciences for Sustainable Development )とされています。これに沿

って、日本学術会議はその日本側のサポート機関として連絡委員会を立ち上げ、枠組みを推

進しており、若手アカデミー・国際分科会からは入江委員が参加しています。7月29日には

関連学術フォーラムが開催され、国際分科会からは寺田委員が参加しました。 

 

 

（報告者：入江直樹・国際分科会委員長／東京大学） 

  



 

 

 


